
朧月（おぼろづき）：春の夜、空気中に水分の多い状況でぼんやりと見える月のこと。

学校評価アンケ－トにご理解ご協力をいただき、ありがとうございました。アンケ－トの集計結果

をご家庭・地域の皆様にお知らせするとともに、今後の学校改善や授業改善につなげてまいります。

保護者の評価がダウン（児童は現状維持）

深く考え、心豊かな、

思いやりのある たくましい子

次年度の児童会役員

学校評価アンケ－トの結果

前期と後期の結果を比較しました
※よくあてはまる、どちらかといえばあてはまる割合を比較

２月１８日（木）に、次年度の児童会役員

選挙が行われ、投票の結果、左の皆さんが当

選しました。

例年は体育館で立会演説会と投票を行って

おりましたが、今回はコロナ禍により校内放

送や大型テレビを活用して、演説会と投票を

行いました。

児童会の役員を中心に、各学級や各委員会

と力を合わせて、よりよい学校づくりに向け

て、がんばってくれることを期待しています。

児童会長 小柴 美未華 さん
こ し ば み み か

副 会 長 田中ヰ 佑良 さん
ゆ ら

副 会 長 納 七海 さん
おさめ な な み

書 記 伹田 胡桃 さん
た だ く る み

書 記 佐藤 幸太 さん
さ と う こ う た

たなかい

80

85

90

95

100

保護者 児童 教職員

⑦安全教育・身を守る力の育成
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②表現力・活用力

②の「表現力・活用力」につ

いては、保護者の結果がダウン

しました。児童・教職員の評価

はアップしましたが、８月を除

く参観日が中止となり、学校の

様子を見ることができなかった

ことも要因の一つと考えられま

す。表現する力や学んだことを

活用する力は生きていく上で重

要な力です。今後も、他者との

協働や少人数での交流などを積

極的に取り入れ、授業改善に努

めてまいります。

⑦の「安全教育や身を守る力の育成」についても、コロナ禍により例年通りの諸訓練が実施で

きませんでした。次年度は感染症対策に留意するとともに、国や北海道、帯広市の方針に合わせ

ながら、今年実施できなかった諸訓練を今まで以上に充実した形で実施してまいります。
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保護者・児童の評価がダウン

児童の評価が大きくアップ 評価がアップも課題あり

１人１台タブレット整備

（ＧＩＧＡスクール構想）
３月１２日（金）に校内 Wi-Fi 環
境整備に関わる工事が終了しまし

た。４月から徐々に活用を開始する

予定です。先生方の研修も定期的に

行っています。
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①学習のきまり・基礎的な学力
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⑤健康でたくましい子の育成

①学習のきまりや基礎的な学力については、９５％近い

方に評価をいただきましたが、前期と比較すると評価がダ

ウンしております。引き続き、基礎基本の定着を重視した

授業づくりや家庭学習に取り組んでまいります。また、学

習のきまりについては、児童が年４回行っている「学習の

約束アンケ－ト」の結果を家庭にお知らせすることや、児

童が取り組んだ自己評価シ－トを今学期末に家庭に返すこ

とで、取組の見える化を行います。
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⑤の「健康でたくましい子

どもの育成」については、児

童の評価が大きく向上しまし

た。一斉休校や運動会の中止

など、前期は運動不足の面も

みられましたが、運動の質と

量のバランスを考えながら、

体育の授業を行ってまいりま

した。また、休み時間の遊び

方にも工夫が見られ、特に外

遊びやスケ－トに熱心に親し

む姿が見られました。
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③挨拶・返事・整理整頓
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⑥いじめ撲滅に向けた取組

①の「挨拶・返事・整理整

頓」は、全体的にはアップし

たものの他の項目と比べて、

保護者・児童・教職員ともに

低い数値（９５％以下）とな

っております。

来年度も「挨拶・返事」は

基本的生活習慣の最重要課題

とし、日常のあらゆる機会を

活用し、家庭・地域の力も借

りながら改善に努めてまいり

ます。

⑥のいじめに関する取組につ

いては、評価がアップはしまし

たが、引き続き改善が必要です。

「森の里小学校いじめ防止基本

方針」の保護者や地域への周知

方法や年３回行っているアンケ

－ト結果の積極的な情報提供に

努めます。

また、保護者評価が低い背景

には、いじめのきっかけになる

ような小さなトラブルやもめ事

を解決せずに帰宅していること

も要因の一つと考えております。

引き続き、子ども達の行動や表

情に注意を払うとともに、相談

しやすい雰囲気づくりや家庭と

の連携に努めてまります。

今後も未然防止を最重点課題

としながら、いじめ発生時の早

期発見・解決に向けて万全の校

内体制を整えていきます。子ども達が使う予定の端末
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